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テキストボックス
（一社）日本乳容器・機器協会制定の自主基準が統合され、新たに「乳等の容器に関する自主基準（抜粋）」として制定されたことから、本自主基準に添付してきた
旧（社）日本乳容器、機器協会制定の自主基準５本とポリオレフィン等衛生協議会制定の「ポリオレフィン等合成樹脂製食品容器包装等に関する自主基準（乳等用原材料　抜粋）」を本自主基準から削除して、別建てで掲載することといたしました。
お手数ですが、「器具・容器包装について」でご覧頂きますようお願いいたします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２５年７月１８日
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